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平 成 27年4月 25日 (_L)、  26日 (日 )

午 前 10時00分

午 前 10日寺30分か ら午 後 5日寺00分 iま で

日本 文 化 伝 承 の館 ・ (こ しが や能 楽 堂 )

越 谷市 花 圧]6-6-1 電話 048-964-8700

華 の 会

華道0茶道・能面・書道・フラワーアレンジ
C筆 曲・和太鼓0日 舞・民謡0三味線・神田囃子
・詩吟・相撲甚句

主  1崖 :

隆



「ユ点」極 める
平成27年度の華の会を迎えて15回 目となります

この様に長く続けることが出来ましたのも一重に皆々様

のご支援ご声援の賜ものと心より感謝いたしております。

美術・ 芸能とは常に「五感」の働きが付いているもの

です 見る・聴く・ 嗅ぐ・味わう・ 融れる この事をし

つかり心にもって静かに見て下さい、聴いて下さい、嗅

いで下さい、味わつて下さい、触れて下さい、この事に

よつて「五感」が発達・成長すればする程 芸に対 して

の見方も変わつてきます。

今年も多くの方々にお越 しをいただき、 1年をかけて

稽古、稽古を重ねて今日の日にご披露させていただきま

す事を喜びとしております

ぜひお時間を作つてお越 しいただきます様各社中全員

で心よりお待ちいたしております。

華の会代表

藤乗 雅敏

和 室 :活花 0日 本古流

ホール :フ ラワーアレンジメント
KIKUフ ラワーアカデミー

能面・花玄会

書道・蘭石書道会

茶  室 :4/25

4/26

※ 両日共

(土)裏千家

埼玉県立越谷東高等学校茶道部

(日 )表千家都流

10:30～ 16:00

●作品には手など触れないようにご注意下さい。



●4月 25日 (土曜日)
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能 舞 台

10:30′ヽ10:35

開演挨拶
栗原喜久子

10:35-10:55

相撲甚句
越谷相撲甚句会

11:00-11150

民謡三味線
藤本梅之丞社中

基真製T:
代表 藤乗雅敏

12:55-13:45

等  曲
信栄会

13:50-14:10

相撲甚旬
越谷相撲甚句会

14:15-15:05

日:舞
藤勇会

15:10´ヤ15:30

相撲甚句
越谷相撲甚句会

15:30-16:20

和 太 鼓
越谷太鼓社中

16:20

終演挨拶
代表 藤乗雅敏

名曲

そろたや、 さらばや、江戸のイと、西行法師、
笑うという字、夢、使、他

真赤な太陽、キ太郎、ソーラン節、 日本名由集 (八

木節、かごまり、竹在、花嫁人形、二核二重奏)

iい・L脈、東京者頭、ラ・クンバルシータ、みかん
のイ乞咲 く丘、花、森へ行 きましょう、花は咲 く、
故ク「、越谷者頭

青ノ洞閂、ンS｀ るさとの、
～

春簾詢窓、親思 う、僣夜
思、花朝下殿江、法岸陣ヤ作、■ヤ子規 を開 く、
ふ風ら、かば、出クト作、夜黒下水、ヤ秋の月、子発白
帝城、吉野と、生IE7宿 、か (す れば

流れ行 く花、催びの調、飛躍、花と,｀ 女、
たの円升由、月の砂漠、たつの子、めだかの学校

そろたや、 さらばや、江戸の花、西行法師、
え うという字、夢、欲、他神口囃子 獅子丼

小由「
'|I PIlき

」、歌謡調討証雨の二十院」、長唄「京の四李」
清え「女太夫J、 常磐滓「十代の友鶴J、

そろたや、 さらばや、江戸の花、西行法師、
実うという字、夢、欲、他

オーブニング、越谷太鼓、かけ声太笑、エイャ打ち
こだよ打ら、かみなり打ち、希望太鼓、パー トⅡ
しぶき、源民太笑、豊年太式、祝太笑、t人員、
勇み打ら、夢重ね打ち、祭り太笑



● 4月 26日 (日 曜日)・
両日ともスケジュールの都合により
多少時間が変更になる場合もあります

能 舞 台

10:30-10:35

開演挨拶
栗原喜久子

10:35～ 10:50

相撲甚句
越谷相撲甚句会

10:55'Vll:40

民  謡
‐

惟二会

11:45-12i30

事  曲
かすみ会

12:30～ 12140

会長挨拶
代表 藤乗雅敏

12:40-13:25

次世代 コー
“ナー

少年 t少女

13:30●し13i451

相撲甚旬
越谷相撲甚句会

和 太 鼓 ‐

越谷太鼓社申

14:40-15:25

神田囃子
神田囃子 保存会

15:30●・ 16:15

詩 ‐吟
四季の1風

16:15-16:30

相撲甚句
越谷相撲甚句会

16:30

千秋楽・会主挨拶
各会主

1    曲 ■|‐ |||||1名 |‐ ■ ‐■|■ ||
|■ 11■

tll‐  ‐   _||・ |||||

そろたや、 さらばや、江戸の花、西行法師、
笑うという字、夢、彼、他

唄 :米 .L喜句、十二の砂島、磯原節、本庄逍分、
晨上り11舟歌、メ1+t77唄 、稲上唄、津軽山唄、
器楽演奏 :さ んさ時雨、 りんご節、与代節、唄のネ
さくらタフ想、独た、津軽アイヤ節、晨上夕ll舟 唄

六段、瀬音、贅歌、独奏本の海

ヤ共中学校 17_統え化竿由部 部員及びOB
「演

'え

升流」 (應 抜竿由かすみ会 )

二木繰・尺ノ` 今奏 「さくらクフ想J(民謡・惟二会)

そろたや、 さらばや、江戸の花、舌行法
'中

、
実うという字、夢、飲、化

二、夢重ね打ち、豊年太抜、祝太笑、八木節、
挑み、かけ声太笑、スペシャル、スプラウト

神 IIEl囃 子、獅子升

日本 /7(～歌入 り)、 生 きているということは、
名槍 日本号 (黒 IIEl式 士入 り)、 富士 .L、 花潮澱江を
下る、涼州1詞 、咳下の歌、不誡庵梅 Lを 撃つの図
に題す、壇の浦を追 〈

゛
、名稔 日本号 (黒 口式士入 り)

花に対 してl口 を憶 う、春のこころ、母子単

そろたや、 さらばや、江戸の花、西行法師、
笑うという字、夢、飲、他


